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史
跡
松
岡
城
旺
と
し
て
、
昭
和
１７
年

（１
９
４
２
）
長
野
県
の

指
定
を
う
け
る
．

昭
和
２６
年

（１
９
５
１
）
、
現
行
の
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ

た
時
点
で
中
請
が
な
さ
れ
ず
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭
和
６２
年

（１
９
８
７
）
１０
月
１２
日
高
森
町
文
化
財
に
指
定
．

■
松
岡
氏
の
初
祖

前
九
年
の
役

（１
０
５
７
）
で
陸
奥

（青
森
県
）
の
豪

族
で
あ

っ
た
安
部
頼
時
は
源
頼
義
に
敗
れ
．
そ
の
子
貞
任

も
長
子
千
代
童
子
と
共
に
、
康
平
５
年

（１
０
６
２
）
捕

え
ら
れ
て
殺
さ
れ
、
阿
部
氏
の
乱
は
平
定
し
た
。

―
　
”
一

そ
の
時
．
貞
任
の
■
男
仙
千
代
は
乳
母
に
抱
か
れ
て
逃

れ
、
下
野
に
潜
教
信
濃
大
町
の
仁
科
氏
を
頼
る
な
ど
し
て
．

平
安
期
に
伊
那
都
市
田
郷
の
■
牧
に
漂
着
し
、
後
に
郷
民

に
押
さ
れ
て
地
頭
と
な
り
、
松
岡
氏
を
名
乗

っ
て
吉
野
朝

（１
３
３
３
～
１
３
９
２
）
の
頃
よ
り
勢
力
を
振
る
い
．

戦
国
時
代
に
は
武
田
８０
騎
の
将
と
し
て
．
竜
西
で
は
小
笠

原
氏
．
下
条
氏
に
次
ぐ
雄
と
な

っ
た
。

安
土
桃
山
期

（１
５
７
３
，
１
５
９
９
）
の
半
ば
松
本

城
卜
小
笠
原
貞
慶
の
誘
い
に
乗
り
三
高
速
に
出
兵
す
る
が

戦
わ
ず
帰
る
。
こ
の
こ
と
を
家
臣
の
密
告
に
よ

っ
て
徳
川

方
に
押
さ
え
ら
れ
、
対
決
の
結
果
中
し
開
き
が
で
き
ず
．

５
０
０
余
年
続
い
た
松
岡
氏
も
．
天
正
１６
年

（１
５
８
８
）

改
易
と
な
り
家
名
断
絶
し
減
亡
と
な

っ
た
。

‐
硼

"″

.

プ ヽ
　
　
¨

Ｃ

・
，

お
か
　
し
ょ
う城
趾
一四
区
」

・■
松
同
城
肛

■
松
岡
城
の
築
城

地
頭
と
な

っ
た
仙
千
代
は

松
岡
真
則
と
名
乗
り
、
平
安

木
頃
上
市
出
の

一
本
杉
近
く

の
．
現
在
の

「古
城
」
に
居

館
を
築
い
た
。

松
岡
城
の
築
城
は
概
ね
元

徳
元
年

（１
３
８
０
）
の
伊

予
守
貞
景
の
頃
と
推
定
さ
れ

る
。

■
，

ヽ

国

南

,

●|■●.

■
松
岡
城
趾
■

南
城
跡

【所
在
地
】
本
城
の
南
方

本
城

の
約
―
分

の

一
の
広

さ
で
ｔ
状
と
し
て
は
小
さ
い
が
．

本
．
　

の
九
‥

一お
丸
が
あ
る
．

松同南城跡

二の堀跡

松岡南城跡違景

工〓一一　　　　，
′‐　　、　　・　
．　　．

■
一

　
　
∴
一
¨
　
一
■
．
　
，
■
．
　
．
一

１

　

・　
　
　
・
¨
・
　
¨
●

昭
和
フ
年
（１
９
４
２
）
１
月
２２
日
石
碑
建
立

【所
在
地
】
松
岡
城
趾
本
丸
先
端

二の丸

■
二
の
丸

【所
在
地
】
松
岡
城
阻

木
丸
の
西
に
は
、
東
西
約
８６
～
１
０
４
メ
ー
ト
ル
南
北
約
２１
１

３０
メ
ー
ー
ル
．
約
る
ア
ー
ル
ほ
ぼ
長
方
形
の
広
場
が
二
の
丸
で
あ

る
。
■
の
丸
と
は
土
橋
を
挟
ん
で
二
の
堀
が
あ
る
．

堀
の
長
さ
は
北
部
約
“
メ
ー
ト
ル
、
南
部
約
１０
メ
ー
ー
ル
で
、　
ジ

最
も
深

い
所
で
約
４０
メ
ー
ー
ル
、
幅
は
約
２０
メ
ー
ー
ル
に
及
ぶ
と

こ
ろ
が
あ
る
．
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●
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０
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、

まヽ

）
と
十
二
様

こ
の
観
音
堂

（清
水
庵
）
は
、
千
手
観
音
を

安
置
し
て
庶
民
信
仰
の
霊
場
と
し
て
多
く
の
信

者
を
得
て
い
た
。

堂
の
創
立
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
．
伊
那

西
国
三
―
三
観
音
の
う
ち
ニ
ー
六
番
礼
所
と
し

て
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
た
。

現
在
の
お
堂
は
松
源
寺
の
管
理
と
な

っ
て
お

り
大
変
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
．
中
の
観
音
菩

薩
像
は
、
松
源
寺
に
移
さ
れ
安
置
さ
れ
て
い
る
。

―
三
と
は
冥
府

（冥
土
）
に
あ

っ
て
．
死
者
の
罪
を
裁

断
す
る
十
人
の
王
で
あ
る
。

人
が
死
ん
で
冥
府
に
行
く
と
初
七
日
に
は
秦
広
工
、
二

七
日
に
は
初
江
王
、
三
七
日
に
は
宗
帝
工
、
四
七
日
に
は

五
官
上
、
五
七
日
に
は
間
鹿
■
．
六
七
日
に
は
変
成
Ｉ
．

七
七
日
に
は
泰
山
王
．
百
ケ
ロ
に
は
平
等
王
．　
一
周
忌
に

は
都
市
上
、
三
回
忌
に
は
■
道
転
輪
王
の
裁
断
を
受
け
、

生
前
の
罪
業
の
軽
重
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
各
人
の

趣
く
べ
き
場
所
が
定
め
ら
れ
る
。

※
十
三
様
に
つ
い
て
は

一
区
の
十
工
堂
、
三
区
の
安
養
寺

の
十
工
様
を
参
照
す
る
。

清水庵

千
手
観
音

元
禄
１１
年
（１
６
９
８
）
２
月
‐６
日
建
立
　
【所
在
地
】
下
市
田
四
区

観
書
は
現
世
利
益
の
願
い
に
答
え
て
く
れ
る
と
広
く
信
仰
さ
れ

＋
工
様

あ
ん
　
　
か
い
　

こ
く

　
し
●
ん

　

●
い
　
　
と
う

廻
国
巡
札
碁
一四
区
］

間
ケ
沢

二
十
二
ケ
所
を
巡
拝
祈

・．
・・一́
´̈一，一
●

．

．
―

一

一

―

j,

廻□巡礼塔

［四
区
］

（建
立
時
期
　
不
明
）

【所
在
地
】
下
市
田
四
区
間
ケ
沢

順
し
て
そ
の
功
徳
を
得
る
こ
と

か
ら
．
西
国
．
坂
東
、
秩
父
の

霊
場
巡
拝
が
盛
ん
に
行
わ
れ
．

ま
た
足
を
近
い
伊
那
に
移
し
、

伊
那
西
回
、
坂
束
、
秩
父
巡
拝

が
行
わ
れ
．
そ
の
巡
拝
が
無
事

終
わ

っ
て
帰
る
と
記
念
に
廻
国

巡
礼
塔
を
建
て
た
。
但
し
秩
父

は
三
十
四
ヶ
所
．
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=L越感修与四
区
牛
活
セ
ン
タ
ー
の
南
に

「左
ぜ
ん
か
う
じ
道
」
と
の
み
ち
じ
る
べ
が
あ
る
．
こ
れ
は
長

野
の
善
光
寺
に
対
す
る
み
ち
じ
る
べ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
こ
の
地
点
か
ら
、
新
井
川
を

波
り

‐―‐
側
に
入
り
．
清
水
庵
の
下
を
通
り
間
ヶ
沢
川
を
越
え
て
、
萩
山
神
社
の
現
内
に
至
る
。

そ
れ
以
北
に
つ
い
て
は
唐
沢
原

へ
の
ぼ

っ
て
上
段
地
帯

へ
む
か
う
線
と
．
清
束
を
経
て
下
段
地

帯
を
通
る
線
が
考
え
ら
れ
る
が
．
今
で
は
定
か
で
な
い
．

県
直
営
お
よ
び
補
助
工
事
荒
廃
地
復
旧
工
事

着
工
昭
和
７
年

（１
９
３
２
ヽ

完
工
昭
和
１４
年

（１
９
３
９
）

巡
礼
沢
は
黒
沢
川
の
水
元
で
座
頭
な
ぎ
と
と
も
に
崩
落
な
ど

し
て
下
市
田
区
民
を
悩
ま
し
て
き
た
．

巡
礼
沢

（元
牛
牧
区
有
地
）
昭
和
１３
年

（１
９
３
８
）
下
市

田
区

へ
所
有
権
移
転
．
人
■
３
年

（１
９
１
４
）
頃
か
ら
管
理

つ̀

し

^
0′

′ヽ

四
区

建
立
時
期

不
明

【所
在
地
】
四
区
生
活
セ
ン
タ
ー
の
南

四区生活センタ~の南

ヽ
′  ヽ
■ ● ヽ

…

´ ず
ヽ

ri dヽ
′ .`、
""腱

●
■

・
―

みちじるべ

●
■
●
●
じ
ゅ
ん

れ
い
　

さ
わ

　

ヽ
・
　

嗜
う

こ
う

　

し
　
　
か
ん

　

■
一
　

―
・　
　
”
ん

　

０

●
巡
礼
沢
砂
防
工
事
完
成
記
金
碑

［四区］

の
た
め
に
青
年
団
に
委
嘱
し
て
草
刈
り
を
行
う
。

昭
和
３
年

（１
９
２
８
）
下
市
日
の
管
理
に
人

る
こ
と
に
な

っ
た
。

記念碑

記念ili三景
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開
山
文
叔
瑞
郁
大
和
尚
塔

臨
済
宗
妙
心
寺
、
創
建
１
５
１
３
年

（牛
牧
寺
山
）
、
再
興
１
６
７
８
年

（現
在
地
ヽ

松
岡
城
主
　
明
南
正
哲
居
■
、
開
山
は
文
叔
瑞
郁
禅
師

【所
在
地
】
下
市
田
４
２
６
８
の
２
　
区
有
地

下
市
田
四
区
市
場
地
区
松
岡
城
址
南
沢
登
り
日
、
こ
こ
に
大
山
祇
神
を
ご
神
体
と
す
る
山
の

神
の
祠
が
あ
る
。

こ
れ
は
嘉
永
４
年

（１
８
５
１
）
に
銚
子
ヶ
洞
水
系
の
四
区
市
場
．
五
区
武
陵
地
．
中
谷
の

文
叔
瑞
郁
禅
師

松
岡
城
主
第
十
二
代
貞
正
の
弟
と
し
て
生
ま
れ
．
僧
と
し
て
厳
格
な
修
業
を
重
ね
．
円
―
二

十
に
て
印
可
証
明
を
得
．
郷
り
の
松
源
寺
．
松
尼
の
龍
円
寺
．
引
左
町
の
龍
津
寺
な
ど
問
山

Ｌヽ

四
十
九
■
に
し
て
勅
命
に
よ
り
京
都
の
妙
心
寺
の
二
十
四
代
件
持
と
な
る
．
六
―
九
―
に

て
遷
化
さ
れ
る
。

松
源
寺
と
龍
渾
寺
を
開
山
じ

た
法
縁
に
よ

っ
て
井
伊
直
政
の

父
直
親
の
少
年
時
代
に
松
源
寺

（当
時
は
牛
牧
に
在
る
）
に
預

る
こ
と
に
な
る
。

山
松
源
寺

ヶ
洞
の
出
の
紳

松源iOn景

開
山
支
叔
瑞
郁
大
和
尚
塔

¨
．
．
．　
・
．
．
¨
．

|   ・ |●   | |.

イJ

綺.=:| .山の神の遠景

銚子ヶ洞の山の神の祠

購
中
の
皆
さ
ん
が
建
立
以
来
．
春
秋
彼
岸
の
中
日
に
銚
子
ヶ
洞

の
山
道
作
り
を
行
い
．
山
の
神
の
祭
り
も
執
り
行

っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
道
路
改
良
が
進
み
．
山
道
の
利
用
も
少
な
く

か

っ
て
の
吉
道
が
見
捨
て
ら
れ
．
昭
和
の
高
度
成
長
期
以
降
恒

例
と
な

っ
て
い
た
山
道
作
り
が
行
わ
れ
ず
、
従

っ
て
山
の
神
の

祭
典
も
中
止
さ
れ
、
最
近
は
山
の
神
の
祠
が
い
た
み
．
境
内
が

荒
れ
果
て
て
今
日
に
至

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
平
成
十
八
年

（２
０
０
６
）
５
月
１２
日
．
有
志
に

よ
り
祠
の
更
新
と
境
内
の
整
備
を
実
施
し
、
平
沢
神
官
に
よ
る

お
祓
い
を
行
い
．
日
本
古
来
か
ら
の
庶
民
信
仰
を
大
事
に
し
次

世

へ
継
承
を
誓
い
合

っ
た
。

ぶ
ん
ｔ
，
く
す

い
い
く
せ
ん
し

〔四
区
］

が
　
　
ほ
ら

［四
区
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一
一●
一
一
あ
ら
　
　
い

０
新
井
の
シ
ャ
ゴ
ジ

●

―

‐
　

　

一

洞
の
シ
ャ
ゴ
ジ
［四
区
］

下
市
田
に
は
古
く
か
ら
手
厚
く
祀
ら
れ
て
き
た
古
神

に

「
二
大
白
ゴ

ニ
シ
ャ
ゴ
ジ
」
が
あ
る
と
い
う
．
新
井

シ
ャ
ゴ
ジ
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

今
は
新
丼
は
小
島
、
申
原

（櫛
原
）
同
族
の
氏
神
と

な

っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ゴ
ジ
に
つ
い
て
は
．
郷
Ｌ
学
者
は
ど
ん
な
神
か

わ
か
ら
な
い
が
．
農
業
に
関
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
．

1■・ Ч ド

新丼ンヤコンの跡

上洞シャ]ジの遠景

一四
区
」

斬
一土
「
シ

ャ
ゴ

一ン
の
こ
退
ユ
京

■
洞
シ
ャ
ゴ
ジ
は
座
光
寺
境
に
あ
る
湯

ヶ
洞

線
沿
い
に
あ
る
．

こ
こ
は
、
林
家

．
統
の
氏
神
と
な

っ
て
お
り
．

例
年
四
月
に
氏
神
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
．

民
俗
学
者
柳
田
国
男
氏
は
、
古

い
神
で
稲
作

信
仰
に
関
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
確
か
か
も
し

れ
な
い
か
．
そ
の
名
称
か
ら
来
る
意
味
に
つ
い

て
は
、
解
釈
が
余
り
に
も
多
く
何
を
意
味
す
る

の
か
．
確
か
な
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

大
和
政
権
時
代
か
ら
現
在
に
ま
で
至

っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
語

っ
て
い
る
。
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